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Ⅰ．はじめに
African Diaspora Dance（アフリカン・ディアス
ポラ・ダンス，以下 ADDと略す）とは，アフリカ
を起源とし，世界各国に散らばった African Diaspora
（アフリカン・ディアスポラ）註1）によって伝えら
れ，現地の様々な文化の影響を受けながら形成され
ていった舞踊註2）の総称である。近年，若者達に人
気の高いヒップホップダンスも ADDのひとつと位
置付けられるであろう。
筆者の舞踊歴は，幼少期にクラシックバレエ，大
学時代にエアロビックダンスを行い，1991年，カリ
フォルニア・サンフランシスコにてカリブ海とブラ
ジルの ADDに出会い，現在まで ADDを継続して
行っている。当時，カリブ海最南端の島・トリニダー
ドトバゴ出身のダンサーとブラジル北東部バイーア
州出身のダンサーが教える ADD教室に参加したの
がきっかけだった。複数の太鼓奏者による伴奏に合
わせて踊る気持ち良さと楽しさに衝撃を受けた。そ
の後，現地での舞踊研修などを重ね，1994年頃から
ADDの舞踊家兼指導者としての活動を開始し，活
動拠点をサンフランシスコ（1994～1996）から東京
（1996～2011），京都（2011～2016），徳島（2016～）
へと移行し，現在に至っている。これまで国籍の違
う様々な人種，多様な年齢層の人々が，カリブ海や
ブラジルの ADDを踊る姿を各国で見てきた。自分
自身を含め，国境や人種を超え，人はなぜこの舞踊
に魅了され踊り続けるのかを問い，この舞踊の特性
について考えるようになった。また，ADDの多く
は歴史上，迫害と差別を受けた奴隷とその子孫によ
って継承されてきており，舞踊が果たす社会的役割
についても知りたいと思った。そして2016年，カリ
ブ海とブラジルの ADDに関する先行研究を調査し
ていた際，米国マサチューセッツ州スミス・カレッ
ジで長年教鞭を取っていた Y．ダニエル PhD元教
授（以下，ダニエルと略す）の存在を知った。ダニ
エルは，ハイチ，キューバ，ブラジルの ADD研究
に特化しており，これまでに出版された主な著書
は，Rumba : Dance and Social Change in Contem-
porary Cuba（ルンバ：近代キューバにおけるダン
スと社会変革）」や，Dancing Wisdom : Embodied
Knowledge in Haitian Vodou, Cuban Yoruba, Bahian
Candomblé（踊る智慧：ハイチのヴードゥー，キ
ューバのヨルバ註3），バイーアのカンドンブレにお
いて体現化された叡智）などがある。また，自らも
ADD舞踊家兼指導者として長年の原体験を持って
いる。
筆者は，2016年7月と2017年3月の2回に渡り，
カリフォルニア州サンフランシスコベイエリアをフ
ィールドワークで訪れ，ダニエルへの聞き取り調査
を実施した。本稿は，この2回の聞き取り調査を元
に，ダニエルの略歴およびダニエルによるハイチ，
キューバ，ブラジルの ADD註4）研究によって明らか
になった舞踊の役割について報告するものである。
次に，ハイチ，キューバ，ブラジルの ADDが選
ばれた理由を以下に説明する。90年代初頭，サンフ
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ランシスコのミッション地区に，“Third Wave”とい
う名称のダンススタジオがあり，そこでは，「アフ
ロヘイシャンダンス」「アフロキューバンダンス」「ア
フロブラジリアンダンス」の教室がそれぞれ週に2
～3クラス開催され，多くの参加者で賑わってい
た。他にも「ウエストアフリカンダンス」「ヒップ
ホップ」「ベリーダンス」などのクラスも開催され
ていた。ダニエルが最初に出会った ADDは，ダン
ハム・テクニック」註5）に取り入れられていた「ア
フロヘイシャンダンス」だった（ダニエルの略歴で
後述）。「アフロヘイシャンダンス」は，1930年代に
ダンハムによって米国に紹介されたことから，米国
の ADDとして最も長い歴史を持っており，ダニエ
ルによると，当時は「アフリカンダンス」と呼ばれ
ていた。その後，キューバからの移民により「アフ
ロキューバンダンス」，ブラジルからの移民によっ
て「サンバ」や「アフロブラジリアンダンス」が紹
介された。筆者が SFベイエリアに在住していた
1990年代は，これらのダンスを指導する本場のプロ
ダンサーも多く存在し，舞踊教室は常に沢山の参加
者で賑わっていた。また，毎年5月にサンフランシ
スコおよびオークランドにて開催される2つのカー
ニバルに，ADDのグループが多数出場することも
あり，その後，舞踊教室への参加者をさらに増やし
ていた。よって，SFベイエリアにおいて，ハイチ，
キューバ，ブラジルの3つの舞踊は，ADDの代表
格とも言え，この地域で ADD研究を行っていたダ
ニエルが，この3つの舞踊を取り上げ，その共通す
る特性を研究したことは，ごく自然なことであった
と言える。また，この3つの舞踊の動きにはいくつ
かの類似点が見られる。アフリカンダンスに比べ跳
躍が少なく，逆に足裏で一歩一歩大地を踏みしめる
ように踊ること，また，比較的前傾姿勢で肩，骨盤，
体幹を連続的に旋回させる動きが多く含まれている
ことなどが挙げられる。さらには，この旋回する動
きを生演奏註6）に合わせ，ある一定時間継続した際
には，一種のトランス状態（変性意識状態）に陥る
ことが認められている。
Ⅱ．ハイチ，キューバ，ブラジルの African Diaspora
Religion（アフリカン・ディアスポラ宗教）と神々
の舞踊
ダニエルの研究対象である ADDは，主に African
Diaspora Religion（アフリカン・ディアスポラ宗
教，以下 ADRと略す）の儀式で踊られる神々の舞
踊である。15世紀半ばから19世紀後半の奴隷貿易に
よって，アフリカ大陸から奴隷として強制連行され
た人々の総数は推定で，カリブ海に285万人，ブラ
ジルに360万人と言われている（表1）。奴隷達は，
ヨーロッパ入植者にキリスト教の信仰を強制された
ため，表向きにはキリスト教徒を装いつつも，ADR
を信仰し，深夜に儀式を開催するなどして内密に継
承していった。ADRとその儀式の名称は，ハイチ
（図1）では Vodou（ヴードゥー），キューバ（図
1）では Yoruba（ヨルバ）又は Santeria（サンテリ
ア），ブラジル（主に北東部バイーア州，図2）で
は Candomblé（カンドンブレ）と呼ばれている。い
ずれも多神教で，それぞれの神に名前，性別，また，
自然に関連した性質（性格）がある。キューバとブラ
ジルの ADRは，西アフリカ・ヨルバの宗教の影響
が色濃く見られ，神々を総称して Orisha又は Orixà
（オリシャー）と呼び，神々の名称も共通，類似し
ているものが多い。例えば表1に示すように，鉄と
戦いの神を Ogum（オグン），海の女神を Yemaja（イ
ェマヤ）または Yemanjà（イエマンジャー），川の女
神を Ochun（オチュン）または Oxum（オシュン），
火の神を Chango（チャンゴ）または Shango（シャ
ンゴ），風と嵐の女神を Oya（オヤ）などと呼んでい
る。また3つの ADRで，神の名称と性質が類似さ
れているとされているものとして，ハイチの Legba
（レグバ），キューバの Elegua（エレグア），ブラジル
の Exu（エシュ）は，いずれも儀式の最初に登場する
「道を切り拓く神」とされている。前述の通り，神々
には自然に関連した性質（性格）があり，儀式で演
奏されるリズム，歌や舞踊は，それぞれの性質に準
じて決められている。神々の舞踊は，音楽（リズム
と歌）との密接な関係性において成立するものであ
り，よって音楽は基本，生演奏でなくてはならない
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とされている。近年，ADRの神々の舞踊は，儀式
以外で広く紹介されるようになり，カーニバル，各
種フェスティバル，舞踊公演，ダンス教室などでも
踊られ，観光資源としても大きな役割を果たしてい
る。筆者が長年携わってきたブラジルの ADD（神々
オリシャーの舞踊）の各国での広がりを，写真1－
4に示す。
国名・地名
位置
ハイチ
中央アメリカ
西インド諸島
イスパニョー島西部
キューバ
中央アメリカ
大アンティル諸島
キューバ島
バイーアブラジル
南アメリカ
ブラジル北東部
到達奴隷数（推定） 約125万人（他カリブ海フランス領含む）
約160万人
（他カリブ海スペイン領含む） 約360万人
African Diaspora Religion
（宗教）の名称
Vodoo
ヴードゥー
Yoruba, Santeria
ヨルバ，サンテリア
Candomblé
カンドンブレ
神々の名称
（自然に関連した性質を持つ） オグン（火・鉄）
オグン（鉄・戦い）
オチュン（川）
イェマヤ（海）
チャンゴ（火）
オヤ（風と嵐）
オグン（鉄・戦い）
オシュン（川）
イエマンジャー（海）
シャンゴ（火）
オヤまたはイヤンサン（風と嵐）
蛇を司る神 ダンバラー ―――― オシュマレ（虹）
道を切り拓く神 レグバ エレグア エシュ
天然痘を司る神 ―――― ババルアエ オバルアエまたはオモル
表1 ハイチ，キューバ，ブラジルの1501～1875年の推定到達奴隷数（The Trans Atlantic Slaves Database
2017．3．21閲覧のデータを元に筆者作成），ADRの名称，および神々の名称
図1 ハイチ，キューバ，ブラジルの位置
図2 ブラジル・バイーアの位置
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Ⅱ．ダニエルへの聞き取り調査の詳細
ダニエルへの聞き取り調査の詳細を，表2にまと
めた。1対1の半構造的インタビューは，ICリコー
ダー（OLYMPUS Voice−Trek VN－7300）での録
音およびメモ記録を行いながら実施された。はじめ
に，ダニエルがどのような生い立ちや経験から ADD
研究に至ったかを知るために，略歴を生い立ち，学
歴，職歴，舞踊歴の順に詳しく聞き，次に，これま
での研究で明らかになったハイチ，キューバ，ブラ
ジルの ADDに共通する特性や舞踊の役割について
詳しく聞いた。
Ⅲ．結果
1．ダニエルの略歴
ダニエルの略歴を，生い立ち，学歴，職歴，舞踊
歴の順に述べる。
ダニエルは1940年，ニューヨーク市の黒人居住区
ハーレムで，アフリカ系アメリカ人の両親の元，妹
1人，弟2人，6人家族の長女として生まれた。両
親はフロリダ州セントオーグスティン出身であっ
た。この時代は，隔離による差別が制度化されてお
り，アフリカ系アメリカ人であったダニエルは，「Ne-
gro（ネグロ）専用」の幼稚園と小学校に通ってい
た。しかし，成績優秀だった為，飛び級により1951
年10歳で小学校を卒業し，その後は，アフリカ系ア
メリカ人としては初めて奨学金を得てプレップス
クール（大学進学を目指す児童の為の私立中高校）
に通った。在学中は，中学・高校の級長や生徒会長
などを務めるほどリーダーシップに長けていた。
プレップスクールを1957年16歳で卒業した後の進
路は，音楽大学の名門校であるオハイオ州オベリン
音楽大学のピアノ科への進学を希望した。しかし，
写真1 カーニバル（英国・マンチェスター），2014
（写 真：Christian Dyson，資 料 提 供：Global
Grooves and Cabasa Carnival Arts）
写真2 女神オシュン演じる公演（バークレー），2017
（写真：Eli Jacobs-Fantauzzi）
写真3 舞踊教室の案内（米国・バークレー），2015
（資料提供：BrasArte）
写真4 舞踊教室の様子（米国・バークレー），2017
（筆者撮影）
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母親の「自分達の仲間内（アフリカ系）の中に身を
置いて欲しい」との要望に応え，ワシントン D.C
にあるアフリカ系の学生が多く通うハワード大学に
進学し，外国語と音楽を専攻した。
1年生の終わり頃，1958年17歳で，当時，同じ大
学の医学部4年生だった男性と結婚，その後，大学
を中退し，医療機関で秘書や助手をしながら，4人
の子供を産み育てた。子育てが一段落した1967年，27
歳でカリフォルニア州ヘイワードにあるカリフォル
ニア州立大学の音楽学部ピアノ科に入学し，5年か
けて卒業した。1972年32歳の時，離婚し，その後，
カリフォルニア州オークランドにあるミルズ・カレ
ッジの大学院で音楽を専攻したが，1年後に専攻を
舞踊に変更し，3年かけて舞踊学の修士号を1975年
に取得した。さらにその後，カリフォルニア大学バー
クレー校の大学院にて1980年に人類学の修士号
年 月 日 1回目：2016年7月22日（金） 2回目：2017年3月6日（月）
時 間 1回目：13：00～16：30（3時間半） 2回目：12：30～15：30（3時間）
場 所 ダニエルの自宅（カリフォルニア州カストロバレー）の書斎
当日までの準備 UC Berkeley講師 A．タボー・スミスの紹介でダニエルと直接メールのやり取りを数回行った。
方 法 1対1の半構造的インタビューを行った。ICレコーダー（OLYMPUS Voice−Trek VN－7300）を用いて録音記録及びメモ記録。
質 問 項 目
①略歴（生い立ち，学歴，職歴，舞踊歴など）
②ハイチ，キューバ，ブラジルの African Diaspora Danceにおける共通する特性につい
て，研究を通して明らかになったこと。
表2 ダニエルへの聞き取り調査の詳細
聞き取り調査に協力するダニエル，2016／7／22
（筆者撮影）
アフロキューバンダンスを踊るダニエル，1992
（ダニエル提供）
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を，1989年に社会文化人類学の博士号を取得した。
その直後には，スミス・カレッジへの着任が決ま
り，その後，5つの大学の舞踊学部をかけもった。
最初の「舞踊人類学」の授業を行ったのは1976年
で，当時参考にした資料は，Curt Sachs（クルト・
ザックス）のWorld History of the Dance（世界舞
踊史）（1956，［1933］）と，Katherine Dunham（キャ
サリン・ダンハム，以下ダンハムと略す）の The
Dances of Haiti（ハイチの舞踊）（manuscript copy
1947），そして映像では，バリ島の舞踊を撮影した
Trans dance of Baliだった。
ダニエルにとって「アフロヘイシャンダンス」と
の出会いは，Ruth Beckford（ルース・ベックフォー
ド）がサンフランシスコベイエリアで教えていた「ダ
ンハム・テクニック」註5）の舞踊教室だった。ダニ
エルは1965年頃から5年程，ダンハム・テクニック
を学んだ後，1970年に初めてカリブ海の島ハイチを
訪れ，その後1974年にはハイチのヴードゥーの舞踊
を学ぶため再び訪れた。その後，キューバ人 Ana
との出会いから，キューバのヨルバについて知り，
宗教と舞踊の深い関係性に興味を持った。1986年か
ら1987年にかけての1年間は，キューバへの長期滞
在ワークビザを取得し，国立舞踊団（Conjunto Folk-
lorico Nacional）の1日7時間，週6日の厳しい練
習に参加した。1987年には，ヨルバへの入信を決意
し，その後はキューバの宗教と舞踊の研究をより深
めることとなる。入信の儀式を終わらせる為，キュー
バへの再入国を試みた1991年は，社会情勢が不安定
で，外国人のビザの取得が制限されていた。代わっ
て，ブラジル・バイーア州に住んでいた友人 Grac-
inha（以下グラシーニャと記す）を訪ねた。グラシー
ニャは，バイーアのカンドンブレに入信しており，
彼女を通じて，様々な宗教儀式を体験し，カンドン
ブレへの知識や舞踊との関係性についての知見を深
めることとなった。結局その後，キューバのヨルバ
への入信は実現しなかった。
このようにハイチ，キューバ，ブラジルの ADR
で踊られる ADDの長年に渡る原体験と調査研究を
重ね，これまで4冊の著書と多数の論文を執筆し，77
歳になる現在（2017）年も，執筆活動，講演，大学
院生へのアドバイスなどを継続して行っている。
2．ハイチ，キューバ，ブラジルの ADRに関連す
る名称からみた共通性，ADDの役割と世界観
ADRに関連した名称から見た3つの地域の共通
性について述べ，次に ADDの役割と世界観につい
て述べる。
1）ADRに関連する名称から見た3つの地域の共
通性
家族と散り散りになったハイチ，キューバ，ブラ
ジルの奴隷達は，過酷な労働やキリスト教の信仰を
強いられる中，故郷アフリカで信仰していた宗教
を，心の拠り所とし引き続き信仰していた。その宗
教の名前や内容は，西アフリカの「ヨルバ」「フォ
ン」註7）の影響や，中央アフリカの「バントゥ」註8）
の影響も見られ，そのことは，出身地が離れていて
も，それぞれが覚えている限りの打楽器によるリズ
ム・歌・舞踊を持ち寄り，それを網の目のようにか
み合わせ調和させた（ダニエルはこれをMeshingと
呼ぶ）。奴隷達は，植民地支配者から ADRの信仰
を禁止されていたため，深夜，内密に集まり，アフ
リカ式の儀式を執り行っていた。そのような儀式に
おいては，打楽器によるリズム・歌・舞踊は欠かせ
ない存在であった。
Vodou（ヴードゥー）の語源は，西アフリカのフ
ォン語の vodumであり，「精霊または神」という意
味である。それがハイチでは，フォン起源の宗教の
名称，Vodou（ヴードゥー）となった。またハイチ
で「精霊」は，Iwas，mistres，invisibles，あるいは
ley moなどと呼ばれている。Iwaとは，西アフリカ
のヨルバ語の Iowaが語源と考えられており，spiri-
tual master（霊的な能力のある人）を意味するが，
ハイチでは「精霊」を意味する言葉に変化した。こ
のような用語の解釈から，ヴードゥーは西アフリカ
のフォンとヨルバ両方の影響を受け，それぞれの土
地の文化とのMeshingも続いている。こういった in-
tra−African syncretism（アフリカ内の習合主義）は，
ブラジル・バイーアの Candomblé（カンドンブレ）
の名称にも見られる。カンドンブレはナゴ国やケト
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ゥ国のヨルバ人が伝えたと言われ，別名 Nago（ナ
ゴ）や Ketu；（ケトゥ）とも呼ばれているが，カ
ンドンブレという名称は中央アフリカのバントゥ語
が語源である。つまり，西アフリカの宗教であるカ
ンドンブレは，中央アフリカの名前で知られるよう
になった。このような各名称とその語源に象徴され
るように，アフリカ各地から集まった様々なエスニ
ック・グループの人々は，その名称のみならず，儀
式での音楽（リズム），歌，舞踊，教え，慣習など
すべてにおいて，様々な地域の要素を次々と取り込
み，新大陸での新たな宗教を構築してきたと言え
る。しかし，その根源的な信仰や理念については，
アフリカ宗教の世界観を母体としており，ハイチ，
キューバ，ブラジルの3カ所は海を隔てて離れてい
るとはいえ，その特性には明らかな共通性が見出せ
た。
2）ADDの役割から見た三次元的世界観
ADDは，アフリカの世界観を，言葉や文字を使
わず身体を通して伝える手段であった。アフリカの
世界観を説明する方法として，ラバンの舞踊論註9）
とキネシオロジーの概念からヒントを得て，3つの
Plane（三次元）を用いた。その3つの Planeとは以
下である。
① Horizontal Plane（水平面）：植物，動物，人間
が存在している現実の世界。日常。
② Sagittal Plane（斜め面）：先祖，亡くなった人々
の「精霊・スピリット」註10）の世界。非日常。
③ Coronal Plane（筒状面）：自然や宇宙に存在す
る目に見えない「精霊・スピリット」の世界。非
日常。
私達人間が生きる日常は，①の Horizontal Plane（水
平面）である。この Plane上で宗教儀式が執り行わ
れ，人々による舞踊が始まると，「踊る肉体」から
は Vital Force註11）が発生する。Vital Forceは沸き立
つように断続的に動き続け，「踊る肉体」のみなら
ず同じ空間を共有する人々を，別の Planeへと誘導
する。人々は，②の Sagittal Plane上の先祖の世界
や，③の Coronal Plane上の自然や宇宙の精霊の世
界への行き来が可能になり，結果，日常では体得し
難い知識や智慧を，Embodying（具体化あるいは身
体化すること）ができるようになる。つまり，Danc-
ing（踊ること）によって，他の Planeに存在する「精
霊・スピリット」の様々な知識や智慧が，肉体を通
してマニフェストする。ADDは，私達に，非日常
（斜め面および筒状面）である宗教的且つ精神的世
界を認識させ，日常（水平面）である現実世界との
行き来を可能にするための，車で言えば発進役のよ
うなものである。
Ⅳ．まとめと今後の展望
ダニエルがアフリカンアメリカンとして生誕した
1940年代は，隔離による人種差別が制度化されてい
る時代だった。学業で優秀な成績を上げ，リーダー
図1 “Dancing Body”から発せられる Vital
Energyのイメージ（ダニエル提供）
図2 3つの“Plane”（ダニエル提供）
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シップも発揮していたダニエルは，希望する大学へ
進学することも可能であった。しかし母親の「自分
達の仲間内（アフリカ系）の中に身を置いて欲しい」
という要望に応えたことから，母親との密接な関係
性と同時に，当時の厳しい社会状況が読み取れる。
結婚を機に，入学から1年弱で大学を退学し，その
後はワシントン D.C．からカリフォルニアへ移住し
た。子育てが一段落した27歳で大学に戻り，念願の
音楽学部ピアノ科で学位を取得した。この頃，アフ
ロヘイシャンダンスを始め，次の大学院では一旦音
楽を専攻したものの，途中から舞踊に専攻を変更し
て，ADD研究を深めてゆくこととなった。ハイチ，
キューバ，ブラジルへの渡航で，ADDを多角的に
見聞し，原体験を積み重ねてゆくにつれ，ADDが
内包する先代からの智慧やアフリカの世界観を「踊
る身体」を通して学んだ。この3つの地域の ADD
はいずれも，「踊る身体」を通しアフリカの世界観
を伝承する点で共通していた。そして，ラバンの舞
踊論とキネシオロジーの概念からヒントを得て，ア
フリカの世界観を三次元的に3つの Planeで説明す
る方法を見出した。ADDの役割は，私達人間が存
在している現実の世界（Horizontal Plane）以外の，
亡くなった先祖の魂が存在する世界（Sagittal
Plane）と，自然界の「魂・スピリット」が存在す
る世界（Coronal Plane）を認識させ，また3つの Plane
の間を人々が自由に行き来することを可能にするこ
とである，と述べている。しかし，この点に関して
は不明瞭な点もあり，今後，他の研究動向を調査し，
検証する必要がある。
アフリカンアメリカンとして生まれ育ったダニエ
ルは，自分のルーツとアイデンティティをアフリカ
に見出し，ADDへの関心を深めた。また，アメリ
カ社会において日常的に意識することのなかった先
祖や自然界の「魂・スピリット」の存在を，ADD
を通し認識するようになった。更に，日常では学ぶ
ことのなかった知識や智慧を，踊ることを通して学
んでいった，などが考えられる。しかし，具体的に
どのような知識や智慧を学んだかについては，今回
の聞き取り調査で明らかではなく，この点について
も今後さらなる調査が必要である。
ADDは ADRと共に，今なお現地の人々の間で生
き続け，さらに，近年のグローバル化に伴い，ダニ
エルや筆者のような他の国籍の人々へ伝わり，米国
やヨーロッパをはじめ日本にも徐々に広がりを見せ
ている。このことは，価値観の多様化に伴い，人々
が求める舞踊もまた多様化していることの表れであ
ろう。今後，さらなる文献収集および ADDを実践
している人々への聞き取り調査などを実施し，ADD
研究をより多面的に考察してゆきたい。
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〈註〉
1）日本語では，「ブラック・ディアスポラ」とも言わ
れる（駒井．2009：3）。
2）本稿において，「舞踊」と「ダンス」はほぼ同じ意
味で使用している。基本的には「舞踊」を使用し，
慣用的な表現や英語名では「ダンス」を用いる。
3）「ヨルバ」は，西アフリカのエスニック・グループ
の名称であるが，キューバでは，アフリカ起源の宗
教および宗教儀式名として用いられる。別名「サン
テリア」とも呼ばれている。
4）それぞれ英語と日本語で，Afro Haitian danceアフ
ロヘイシャンダンス，Afro Cuban Danceアフロキュー
バンダンス，Afro Brazilian danceアフロブラジリア
ンダンスと呼ばれる。
5）1909年アメリカ・シカゴで生まれ，特に1940－1950
年代にダンサー兼振付師として活躍した文化人類学
者 Katherine Dunham（キャサリーン・ダンハム）が
開発したダンステクニックの名称。（Beckford．1979：
49－53）
6）生演奏とは，楽器（太鼓，鳴り物）と歌で構成され
る。
7）西アフリカ黄金海岸コスタ・ダ・ミナ（現在のベナ
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ン，ナイジェリア辺り）に住んでいたエスニック・
グループ名。
8）中央アフリカ（アンゴラ～コンゴ）のエスニック・
グループ名。
9）ルドルフ・ラバン（オーストリア1879－1958）は，
舞踊の動きを3つのプレーンで捉える方法を Dimen-
sional Cross（ディメンショナル・クロス）と呼んだ。
高低を表す平面をドア・プレーン（the Door Plane），
左右をテーブル・プレーン（the Table Plane），前後
をウィール・プレーン（the Wheel Plane）と名付け
（Newlove and Dalby．2004：49－50），ダニエルはこ
の概念を引用したものと思われる。
10）「精霊・スピリット」とは，3次元的肉体を持たな
い精神の存在を表すこととする。
11）ブラジルでは，この目に見えない生命エネルギーを
Axe（アシェ）と呼ぶ。
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